
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

瑞野 椿季(みずの つばき)

ウロボロス
ウロボロス

UGN支部長D

31

探求

安定した家庭

闘争

失恋

UGN支部長

女性

38

腐れ縁

2
2
4
0

0
0
0
1

0
0
0
0

2
2
4
1

28
8
8
13
26

6 1
1 61

バイク 文学 UGN、コネあり(+2D)
裏社会、コネあり(+2D)

2 1 1

(100-)レジェ＞プラズマ+コンセ
(100-)レジェ＞プラズマ+虚ろ
(-99)レジェ＞無形+コンセ
(-99)レジェ＞無形+コンセ

ＲＣ
ＲＣ
射撃
運転

4r+18
4r+18
4r+10
4r+12

30
30+2D

2
5

侵2+8
侵2+16
侵2+6
侵2+6

0 0

奇妙な隣人「レネビ：八百比丘尼」
楢郷 未咲希
春日 恭二
六十クグイ

親近感
好奇心
誠意

嫉妬
食傷

疎外感

思い出の一品
ナイフ

バイク(CBR400R)
コネ：UGN幹部
コネ：情報屋

情報収集チーム

14 1

ワーディング

リザレクト

紫：妖精の手

オリジン：レジェンド

無形の影

コンセ：ウロボロス

虚ろなる軍団

黒：プラズマカノン

浄玻璃の鏡

リフレ：ウロボロス

EF：日常の代行者

闇夜の鴉

道化の出し物

★

0

1

5

1

2

1

5

1

2

★

★

★

-

1d10

5

2

4

2

4

6

1

2

-

-

1

オート

気絶時

AUTO

min

Maj

Maj

Maj

Maj

reac

reac

常時

メジャー

オート

視界

-

視界

至近

-

-

視界

-

-

-

至近

至近

シーン

自身

単体

自身

-

-

範(選)

単体

単体

-

-

自身

自身

自動

自動

自動

自動

特殊

シンド

シンド

RC

RC

シンド

自動

自動

自動

-

↓100

RB

-

100↑

100↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

Lv回。判定Dを10に変える

【精神】達成値+[Lv×2]

1回/1R。なんでも【精神】で振る

例のアレ

Lv回。攻+2D。範(選)に変更

攻[Lv×5]。

ドッジする

いつものアレ

日常を代行する従者を作成する

影に隠れる。戦闘中使用不可。

エフェクトの外見を偽装・変更する

「椿季ちゃん、そろそろ火と氷ばっかでそろそろ飽きない？」
『飽きようと何しようと、変えられるわけじゃないでしょ』
「福井に、ゼノスが禁足地にしてる所があってさ。そこの椿から採ってきたんだけど、ちょっと見て」
『？　……レネゲイドが共食いしてる』
「そう。この子達、椿季ちゃんと適合したんだよね。今椿季ちゃんが飼ってる子たちより、ずっと椿季ちゃんっぽいと思うの」
『どういうこと？』
「興味ない物は歯牙にもかけないくせに、興味があれば貪欲に喰らい尽くすの」
『私をなんだと……まあいいや。オーヴァードを喰らう力、か。面白いね。で、どうしたらいい？』
「じゃあ、ここに寝てくれる？」
『……よっと。』
「ちょーっとごめんねぇ、暴れたくなるかも知れないからさぁ……んー、椿季ちゃんを拘束して私色？に染める？とか、なんかドキドキする」
『あんたね……』
「じゃ、おやすみ椿季ちゃん。目が覚めたら、貴女は王様。……目が覚めたら、ね」
　（マッドエンジニア・楢郷 未咲希との会話）
https://charasheet.vampire-blood.net/2162570

――――――――――――――――――――――――――――――――――
『あんた、本当に800年も生きてたの？』
「知らぬ。儂はかの人そのものではないでの」
『嗚呼、そうか。でも、あんたが憑いてから皺の１つも増えない……というか減ったと思うんだけど』
「ん？　そりゃ、そういう御話になっておるからの。そなたにも多少はお零れがあろうよ」
『お零れ、ねぇ。まあ、いいか。寿命まで生きる心配なんて要らなさそうだし。それじゃ、末永くよろしく』
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